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﹁
国
民
文
化
祭
︵
以
下
�
国
文
祭
︶
﹂
は
様
々
な

文
化
・
芸
能
活
動
に
親
し
ん
で
い
る
方
々
が
全
国
か

ら
集
結
し
�
演
劇
や
吹
奏
楽
�

美
術
作
品
な
ど
を
発
表
す
る

国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
で
す
�

　　

国
文
祭
は
�
文
化
庁
と

東
京
都
の
共
催
で
昭
和
６１
年
に

第
１
回
大
会
が
行
わ
れ
て
以
降
�
毎
年
各
県
の
持
ち

回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

　　

こ
の
国
民
文
化
祭
が
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
の
は

初
め
て
の
こ
と
で
�
東
北
で
は
平
成
１５
年

山
形
県
開
催
に
次
ぎ

２
回
目
と
な
り
ま
す
�

　　

期
間
中
�
県
内
は
も
ち
ろ
ん

市
内
で
も
た
く
さ
ん
の
楽
し

い
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
す
�

国
民
文
化
祭
は
�
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
す
�

　
　

に
か
ほ
市
に
お
け
る

　
　

国
文
祭
の
準
備
状
況

　

県
主
催
の
事
業
は
も
と
よ
り

各
市
町
村
に
お
い
て
も
�
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
た
主
催

事
業
を
実
施
し
ま
す
�

　

市
の
主
催
事
業
は
�
県
の
審

査
を
経
て
か
ら
文
化
庁
の
実
行

委
員
会
の
承
認
を
受
け
て
正
式

に
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
�

　

承
認
後
�
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
等

で
作
品
な
ど
の
募
集
を
全
国
に

呼
び
掛
け
ま
す
�
国
文
祭
は
�

﹁
文
化
の
国
体
﹂
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
�
国
体
と
は
対
照
的

に
認
知
度
が
低
い
た
め
�
イ
ン

タ
�
ネ
�
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

広
報
媒
体
を
活
用
し
て
市
民
へ

の
周
知
と
浸
透
を
図
り
ま
す
�

　

ま
た
�
毎
年
開
催
し
て
い
る

﹁
鳥
海
山
伝
承
芸
能
祭
﹂
と﹁
奥

の
細
道
象
潟
全
国
俳
句
大
会
﹂

の
文
化
事
業
を
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
位
置
づ
け
�
機
運
の
醸
成
に

努
め
ま
す
�

　

に
か
ほ
市
で
は
３
つ
の
事
業

を
下
記
の
日
程
・
内
容
で
実
施

す
る
計
画
に
な
�
て
い
ま
す
�

　
　

　

第
２９
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４

に
か
ほ
市
の

　
　

キ
�
�
チ
フ
レ
�
ズ
募
集

　　

国
文
祭
の
開
催
に
向
け
�
市
民

の
機
運
を
高
め
る
よ
う
な
キ
�
�

チ
フ
レ
�
ズ
を
募
集
し
ま
す
�
採

用
者
に
は
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
�

�
例
�
秋
田
県
キ
�
�
チ
フ
レ
�
ズ

﹁
発
見
×
創
造　

　
　
　
　

も
う
ひ
と
つ
の
秋
田
﹂

応
募
方
法　

公
民
館
お
よ
び
各
市

民
サ
�
ビ
ス
セ
ン
タ
�
に
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
ま
た
は
�

任
意
の
様
式
に
①
キ
�
�
チ

フ
レ
�
ズ
②
氏
名
③
住
所
④

電
話
番
号
を
明
記
し
提
出

※
�
可
︵
３８
・
４
９
２
５
︶

応
募
締
切　

７
月
１９
日
㈮

問
合
先　

国
民
文
化
祭
推
進
班

　
　
　
　
　
　

☎
３８
・
２
１
７
１

大
会
ロ
ゴ
マ
�
ク

秋
田
県
の
形
を
連
想
さ
せ
る

人
形
�
掲
げ
た
腕
の
先
に
は

﹁
発
見
﹂
�
﹁
想
像
﹂
と
も

と
れ
る
新
し
い
﹁
ひ
ら
め
き
﹂

を
輪
で
表
現
し
て
い
ま
す
�

に
か
ほ
市
の
準
備
状
況

第
２９
回
﹁
国
民
文
化
祭
﹂
が

　
　
　
　
　
　
　

来
年
�
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
�

　
　

◆
名
称

　

第
２９
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４

◆
基
本
方
針

◇
地
域
の
文
化
を

　
　
　
　
　

守
り
育
て
て
い
く

◇
若
手
ア
�
テ
�
ス
ト
の

　
　
　
　
　
　
　

育
成
・
支
援

◇
足
も
と
の
文
化
資
源
に

　
　
　
　
　
　
　

光
を
あ
て
る

◆
テ
�
マ
﹁
発
見
×
創
造　

も

う
ひ
と
つ
の
秋
田
﹂

　

﹁
秋
田
ら
し
さ
﹂
の
発
揮
に

努
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
�
秋
田
で
の
新
し
い

取
り
組
み
︵
プ
ラ
ス
１
︶
に

も
力
を
入
れ
�
県
民
は
も
と

よ
り
�
県
外
の
人
が
抱
い
て

い
る
秋
田
の
イ
メ
�
ジ
と
は

ひ
と
味
異
な
る
秋
田
の
文
化

を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
�

◆
会
期

　

平
成
２６
年
１０
月
４
日
�
１１
月
３
日

◆
開
催
事
業

　

こ
れ
ま
で
継
続
的
に
開
催
さ

れ
�
全
国
的
な
広
が
り
の
あ

る
事
業
や
�
本
県
の
特
色
を

活
か
し
た
独
自
の
事
業
な
ど
�

県
内
２５
市
町
村
で
７０
を
超
え

る
事
業
を
開
催
予
定
で
す
�

◆
お
も
て
な
し
の
取
り
組
み

　

県
内
外
か
ら
訪
れ
る
出
演
者

や
観
客
に
秋
田
の
お
も
て
な

し
の
心
を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
�
会
期
を
通
じ
て
総
合

情
報
セ
ン
タ
�
や
案
内
所
等

で
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も

に
�
土
日
祝
日
は
�
ウ
�
ル

カ
ム
ス
テ
�
ジ
で
パ
フ
�
�

マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
す
�

◆
主
催
者

　

▼
文
化
庁
▼
秋
田
県
▼
秋
田

県
実
行
委
員
会
▼
市
町
村
▼

市
町
村
教
育
委
員
会
▼
市
町

村
実
行
委
員
会
▼
文
化
団
体

等

◆
大
会
ロ
ゴ
マ
�
ク

　

秋
田
県
の
形
を
連
想
さ
せ
る
人

形
�
掲
げ
た
腕
の
先
に
﹁
発
見
﹂

も
し
く
は
﹁
創
造
﹂
と
も
と
れ

る
新
し
い
﹁
ひ
ら
め
き
﹂
を
輪

で
表
現
し
て
い
ま
す
�

！
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会場：象潟体育館

期日：１０月２５日㈯〜２６日㈰

☆ご当地ヒーローシンポジウムと

　ステージパフォーマンス

会場：市内商店街

期日：１０月４日㈯〜１１月３日㈪

☆キャラクターの造形作品の展示

その他

☆新ヒーローのイラスト募集と新

　ヒーローの制作

会場：道の駅象潟「ねむの丘」

期日：１０月１８日㈯

☆吟行〜芭蕉の足跡を訪ねて〜

　　　　　　　　　（当日投句）

会場：仁賀保勤労青少年ホーム

期日：１０月１９日㈰

☆事前・当日投句の講評と表彰、

　記念講演

会場：象潟体育館／メーン会場

期日：１０月１１日㈯〜１２日㈰

会場：伝習館（小滝）／サブ会場

期日：１０月１１日㈯

☆各地域の民俗芸能の共演と伝統

　芸能の披露

☆地元民俗芸能の披露

その他

期日：１０月１１日㈯、１２日㈰

☆トレッキングを

　　　　　　併せたツア—の企画

㈳㈲ ㈶㈱ ㈫ ㈯㈬ ㈭ ㈰㈮㈪ …
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◆
第
４
回
鳥
海
山
伝
承
芸
能
祭

　

国
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
等
に
指
定
さ
れ
て
い
る

番
楽
の
共
演
で
す
�
由
利
本
荘
市
や
遊
佐
町
の
団
体

も
出
演
し
ま
す
�

開
催
日　

９
月
７
日
㈯

会
場　

伝
習
館
︵
小
滝
金
峰
神
社
内
︶

◆
第
３０
回
奥
の
細
道
象
潟
全
国
俳
句
大
会

　

奥
の
細
道
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
吟
行
句
会
も
開
催

し
ま
す
�

開
催
日　

１０
月
５
日
㈯
�
６
日
㈰

会
場　

象
潟
シ
�
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

問
合
先　

文
化
財
保
護
課
☎
４３
・
２
０
０
５
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課
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２
０
０
５

国文祭
プレイベント

国文祭
プレイベント

　

﹁
国
民
文
化
祭
︵
国
文
祭
︶
﹂
は
�
様
々
な
文
化
・
芸

術
活
動
に
親
し
ん
で
い
る
方
々
が
全
国
か
ら
集
結
し
�
美

術
や
文
芸
�
音
楽
�
伝
承
芸
能
な
ど
を
発
表
す
る
国
内
最

大
の
文
化
の
祭
典
で
す
�

　

国
文
祭
は
�
文
化
庁
と
東
京
都
の
共
催
で
昭
和
６１
年
に

第
１
回
大
会
が
行
わ
れ
て
以
降
�
毎
年
各
県
の
持
ち
回
り

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
�
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
の
は
初

め
て
の
こ
と
で
�
東
北
で
は
�
平
成
１５
年
山
形
県
の
開
催

に
次
ぎ
�
１１
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
�

　

期
間
中
�
県
内
の
各
市
町
村
で
は
多
彩
な
催
し
物
が
行

わ
れ
ま
す
�
国
文
祭
は
�
皆
さ
ん
が
観
客
と
し
て
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
�
演
者
�
応
募
者
�
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
ス
タ
�

フ
と
�
営
側
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関
わ
�
て
い
く
�
市

民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る
祭
典
で
す
�

　

﹁
国
民
文
化
祭
︵
国
文
祭
︶
﹂
は
�
様
々
な
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・
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術
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に
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る
方
々
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全
国
か
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結
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�
美
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芸
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文
化
庁
と
東
京
都
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共
催
で
昭
和
６１
年
に

第
１
回
大
会
が
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わ
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以
降
�
毎
年
各
県
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持
ち
回
り

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
�
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田
県
で
開
催
さ
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の
は
初

め
て
の
こ
と
で
�
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で
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１５
年
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開
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に
次
ぎ
�
１１
年
ぶ
り
と
な
り
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す
�

　

期
間
中
�
県
内
の
各
市
町
村
で
は
多
彩
な
催
し
物
が
行

わ
れ
ま
す
�
国
文
祭
は
�
皆
さ
ん
が
観
客
と
し
て
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
�
演
者
�
応
募
者
�
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
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タ
�

フ
�
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営
側
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関
わ
�
て
い
く
�
市

民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る
祭
典
で
す
�

※上記の事業内容は、変更になる場合があります。

６月６日に象潟庁舎で行われた実行委
員会では、事業計画・要項などの内容
について審議されました。

　本年度は

　国文祭の「プレイベ
ント」を

　　　　　　　　　開
催します

　本年度は

　国文祭の「プレイベ
ント」を

　　　　　　　　　開
催します

　本年度は

　国文祭の「プレイベ
ント」を

　　　　　　　　　開
催します
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